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腎細胞癌組織におけるBrdU標識細胞の 免疫組
’
織化学的検討
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移行上 皮お よび稿行上皮癌 に むけるモ ノ クロ ー一ナル抗体
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　腎細胞癌に お い て は 、 その 臨床経過は病理

組織学的悪性度と必ずしも
一
致しない こ とが

ある 。 今回我々 は腎細胞癌組織におけるBrdU

の取込み を免疫組織化学的に検討し、 病理組

織学的所見 と比較 した 。 　1対象 と方法］手術

に より摘出された腎細胞癌 32 症例 を対象と

した 。 摘出標本の
一部 （肉眼的に細胞増殖性

の 高い と思われる部位）を採取 し、 直ちに

BrdUを含む培地で培養し、
　BrdUの取込みを検

討するため、抗BrdU抗体 に よ りPAP法に よ り

免疫染色 を行 っ た 。 腎細胞癌の病理組織学的

診断は腎癌取扱い 規約に準 じて行っ た。　［結

ee　・考案］腫瘍細胞の悪性度G3の 症例で は ．

BrdU標識細胞出現率は明らかに高率にみ られ

た。 しか しGl、
　G2で はBrdU標識細胞出現率に

大差はみ られなか っ た 。 転移症例お よび浸潤

様式のINFβ，γを示す症例で有意に標識細胞

が高率にみ られた 。 組織学的構築型で は充実

型 、 乳頭型の もの で 、 また細胞型で は多形細

胞型の 症例で標識細胞が高率にみ られた
。 ま

れに胞巣型で淡明細胞亜型の症例で も標識細

胞が高率に出現 した 。 腎細胞癌の 組織学的悪

性度とBrdU標識細胞の標識率はほぼ一
致する。

BrdU標識細胞が高率に 出現する症例で は注意

深く経過観察を要する もの と考えられた 。

　モ ノ クD ・一
ナル抗体MRG−1（免疫原：ヒ トEl卩巣 粘液性嚢

胞腺癌由来培養細胞株）は、タイ プ 皿A 型糖脂質 と特異 的

に反応し、ヒ ト子官頸部扁平上皮で は、抗原の局在が 癌

i匕にf半い条匪目包且莫より諦田駐包質へ と変イ匕する （第32回斈且識昂田昼包

化学会総会、19臼D。今回、異なる 組織型の重層上皮にお

ける局在を横討する ため、ヒ ト正常膀胱移行上皮およ び

癌組織に本抗体を適用 して光顕的並びに電顕的に観察し

た。

［方法〕光顕観禦には、正常移行上皮6例、表在癌19倒、浸

潤癌拍例を対象とし、1喋軸 7リ冫
1固定、パ 労イ，包埋薄切標

本を作製、ABC法に よ り染 色 した。一
部の症例につ い て は、

凍結切片（4淋 騒鵡デ ヒド固定、1乃至5μan ）を用 い たABC法

または蛍光 抗体法 によ る光顕観察、およ び包埋前染色法

轍 溂 1ムァ1げ
』
ヒド＋1：1．5髭グ桝 ア亅1デヒド固定、凍結厚切切片 作

製）によ る電顕観察
．
も併せ て 行っ た、

［結累と考察】パ ラフィン切片を用 い て光顕 的に観羃する と、

正常部位で は、上皮全層 に わた り細 胞 の細胞膜、およ び

細胞質全域が反 応陽1
’
生で あ

・
⊃ た。一方、浸潤癌で は陰性

で あ；1 た。 また、表在癌で は、陽
1

性所見は一部の細胞に

限局 し、且つ 細胞質、とりわけ核周 囲部に黷粒状または

線状に分布 した 。 こ れに対 して、凍結切 片法に よる 光顕

観察で は、表在癌におい て も細胞膜が 陽牲で あ っ た。さ

らに電顕観察で も細胞膜、ゴ ル ジ装置、核周囲の小胞に
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生で あ っ た e 　こ の よ うに惹且織の処王里方i去により、染色

牲に差が認め られた。

一一62一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


